
都市計画マスタープランは都市計画区

域を中心としつつ、世羅町全域を対象と

して策定します。

世羅町都市計画マスタープラン概要版

都市計画マスタープランとは

見直しの背景

計画の位置づけ

対象地域と目標年次

都市計画マスタープランとは、 「都市計画法 第18条の2」 に定められる 「市町村の都市計画に関する基

本的な方針」 のことです。

「世羅町都市計画マスタープラン」 は、 住民に最も近い自治体である世羅町が、 地域特性を考慮するとと

もに住民意向等を反映させ、 独自の都市づくりに関する将来ビジョンを明確にしながら、 その実現に向けた

方策等を示したものです。

世羅町では、 平成23（2011）年３月に 「世羅町都市計画マスタープラン」 を策定しました。策定から約10

年が経過し、 人口減少や少子高齢化の進行、豪雨災害等の激甚化、中国横断自動車道尾道松江線の全線開

通など、 本町を取り巻く環境は大きく変化しています。

このような環境の変化に対応したまちづくりの方針を示すため、 都市計画マスタープランの見直しを行い

ました。

対象
地域

令和12（2030）年度
目標
年次

「世羅町都市計画マスタープラン」 は、平成27（2015）年に策定した 「世羅町第2次長期総合計画」 に基

づく、 都市計画分野に関する部門計画として位置付けています。

また、 県が定める「備後圏都市計画区域マスタープラン」 とも整合を図り、住民意向等を反映して見直し

を行いました。

世羅町都市計画
マスタープラン

・各課ヒアリング
・職員ワークショップ

＜基礎データ整理＞
・各種データ整理
・現計画の進捗管理

＜町民意向等＞
・町民アンケート
・地域別意見交換会
・企業ヒアリング
・パブリックコメント

＜上位計画＞
・備後圏都市計画区域
マスタープラン
・世羅町第2次長期
総合計画

即す

反映

反映
活用
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 緊急時の対応を含めた広域ネットワークの充実
に向けた広島中央フライトロードや幹線道路網

の整備

 緊急車両等の通行も考慮した生活道路の整備

 公共交通ネットワークの再編や交通結節点機能
の強化等の生活交通の維持・充実

 多様な機能をもつ公園・緑地の整備

 今後の開発動向等を見据えた上下水道の整備

 豪雨等による災害を未然に防ぐ河川の整備

 中国横断自動車道尾道松江線の利便性や豊か
な自然環境を活かした、定住につながる住宅・

宅地の整備促進

 バリアフリー化の促進や優良な住宅ストックの
有効活用による高齢者等に配慮した優良な住

宅の供給

 豊かな自然や歴史資源を活かした、 住民の誇
りとなる景観形成の推進

 新エネルギーの活用や住民等の連携による、
環境に配慮した先進的なまちづくりの推進

 中国横断自動車道尾道松江線や広島中央フラ
イトロードを活かした、人々が交流し、 活力あ

る産業が育つまちづくりの推進

 都市機能の計画的な誘導

 中心市街地の活性化

 秩序ある土地利用の誘導

 世羅インターチェンジ周辺の計画的土地利用の
推進

土地利用・市街地形成

住宅・宅地の供給

都市施設整備

現状と課題

まちづくり全般

無秩序な開発を抑制し

て、今より小さい範囲

に集約する

7.6%

幹線道路を活かして、

沿道に計画的に市街地
を形成する

32.9%

現在の市街地を

維持する

25.9%

今より広い範囲

に市街地を拡大

する

12.1%

わからない

17.6%

その他

1.0%

無回答

2.9%

住民の皆様に対し 「世羅町の市街地はどうなって

ほしいと思われますか？」 と質問をしたところ、 「幹

線道路を活かして、沿道に計画的に市街地を形成す

る」 が最も多く、次いで 「現在の市街地を維持する」

が多くなっています。

本町を取り巻く環境は日々変化してきています。

本町の人口は昭和25（1９50）年をピークに減少

傾向にあり、平成27（2015）年にはピーク時の半分

以下へと大きく減少しています。

少子高齢化等の自然動態だけでなく、転出等によ

る社会動態によっても減少しています。

観光客数は、平成27(2015)年に中国横断自動

車道尾道松江線が全線開通し、大きく増加しました。

近年は、微減傾向にありますが年間約200万人を超

える人々が訪れています。
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◁望ましい市街地のあり方
（町民アンケートより）



だれもが健康で安心して暮らせるよう、福祉分野等と連携し、
ユニバーサルデザインの整った都市基盤の確立を目指します。

全体構想

■まちづくりの目標

「世羅町第2次長期総合計画」に即し、 本計画で掲げる“まちの将来像”を下記の通りとします。

また、 “街の将来像” の実現に向けて、 まちづくりに関わる各種事業や施策を展開していく上での

基本方針として5本柱を定めました。

基
本
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
5
本
柱

基
本
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
5
本
柱

① 健康で安心して暮らせる都市基盤の確立① 健康で安心して暮らせる都市基盤の確立

災害から町民の生命と財産を守り、子どもから高齢者にいたる、
だれもが住みやすさと利便性を実感できる生活基盤を確保します。

② 安全で快適に暮らせる生活基盤の確保② 安全で快適に暮らせる生活基盤の確保

関係機関や地域企業、生産者等との連携を強化し、交流人口・
関係人口の増加や雇用を守り・創出する、地域の活力を支える
交通・産業基盤の確立を目指します。

③ 地域の活力を支える交通・産業基盤の確立③ 地域の活力を支える交通・産業基盤の確立

豊かな自然環境や田園地域で培われてきた歴史・文化を次世代
に継承し、地球環境にやさしい地域風土の保全・創出を図ります。

④ 地域風土の保全・創出④ 地域風土の保全・創出

人口減少や高齢社会などの進行による社会環境の変化に対応
するため、拠点機能の強化・集約化を図り、効果・効率的な農村
都市経営を実践します。

⑤ 官民連携による戦略的な都市経営の実践⑤ 官民連携による戦略的な都市経営の実践

基
本
方
針

基
本
方
針

まちの将来像



都市構造図都市構造図



 特徴である自然や田園地域を母体とする集約型の都市的土地利用を高め、 自然災害に強い土地利

用を進めます。低・未利用地や既存施設等の有効活用、不足する都市機能を誘導し、安全で利便性の

高い都市構造を計画的に更新します。

 市街地の人口の維持・集約を図るとともに、 市民の暮らしを支える生活交通の充実、まちなか観光

振興など、多面的観点から中心市街地の維持・活性化を図ります。

 郊外部では、営農環境に配慮した安全で快適な生活環境や小さな拠点の形成や、優良農地や樹林地

を保全する土地利用を推進します。

 交流拠点・観光・レクリエーション地の多くが点在する自然地や市街地周辺の幹線道路沿いでは、無

秩序な開発を抑制するなど、市街化の拡大を防止し、環境保全に向けた土地利用を誘導します。

土地利用整備方針

都市施設整備の方針図都市施設整備の方針図



これまでとこれから

以前の世羅町都市計画マスタープランによっ

て計画されていた「道の駅世羅」が竣工しました。

世羅ＩＣに代わる新たな新産業拠点や観光拠

点として、世羅の観光施設や産直市場、飲食店な

どを周遊する拠点としての役割が期待されてい

ます。

部門別整備方針 個性的で魅力のある景観づくりに向けて、森林

景観の形成や沿道景観等の形成を図ります。

また、住民との協働による景観づくりを推進する

ため、清掃美化活動や花いっぱい運動などの住

民の主体的な活動を支援します。

観光地の魅力を高めるために、 新たな本町の

玄関口となった 「道の駅世羅」 の観光案内・情報

発信の拠点機能の充実や、公共交通の乗り換え

などのターミナル機能の充実を図ります。

公共空間や住宅・建築物等のバリアフリー化を

促進していくとともに、 感染症拡大防止対策の

推進として、ウィズ-コロナ、並びにアフターコロ

ナ時代に応じた衛生的な公共施設空間づくりを

促進します。

安心・安全な生活基盤を確保するため、土砂災

害警戒区域等の対策事業の計画的実施や新た

な宅地開発の抑制を図ります。

また、 「道の駅世羅」を活かし、情報発信や観光

結節機能の強化を検討します。

景観形成

観光まちづくり

安心・安全なまちづくり

人にやさしいまちづくり

低炭素型まちづくりを推進するため、都市機能

の集約化やエネルギーの有効活用等を図ります。

また、地域の自然環境の保全・創出を図るため、

小型浄化槽の普及促進等による生活環境の保

全や、無秩序な開発の抑制等を推進します。

環境保全・整備

転出抑制や外部からの移住・定住を促進するた

め、空き家バンク制度の拡充や、空き家の有効活

用として農業や観光産業と連携した取り組みを

推進します。

住宅・宅地供給

幹線道路や生活道路の整備促進や地域公共交

通網形成計画の推進を図ります。

また、 激甚化する豪雨災害等に対応するため

に河川整備等の防災対策を推進します。

そのほか上水道の更新や、 循環型社会の形成

に向けた取り組みを促進します。

都市施設



地域別意見交換会を開催しました！

住民視点からの地域の課題や今後のまちづくりの方

向性に関する意見を伺うため、各自治組織の住民代表

（自治会長ほか）27名に集まって頂き、意見交換会

（ワークショップ）を開催しました。

当日は、それぞれの地域の魅力などを整理した上で、今

後の地域の魅力づくりや身近な拠点づくりに向けたアイ

デアを各班で検討しました。

地域別構想

自然と調和したゆとりある居住環境の形成を

図りつつ、 幹線道路沿線等での市街化や開発

について計画的な誘導を図ります。

まちの中心エリアとして都市機能の集約を一

層高めていくとともに、今高野山周辺の観光的

な魅力を増進させ、賑わいに溢れる地域を目指

します。

まちを支える農業生産地としての機能を高めていくとともに、既存集落地での定住の受け皿づくりや

自治センターを中心として活力と持続性のある小さな拠点の充実を進めます。

市街地地域市街地地域 市街地周辺地域市街地周辺地域

自然共生地域自然共生地域



まちづくりの実現に向けて
目標とするまちづくりの実現に向けて、世羅町では主役である町民の皆さんと、事業者、行政（町）とが

適切な役割分担のもとで相互に連携し、協働によるまちづくりを推進していきます。

また、国・県との連携やその他外部の団体など、多様な主体のまちづくりへの参画や相互連携を促進し

ます。
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